
今回ご依頼いただきましたお客様の声

１ 地図にも出てこない“住所”
ご依頼者様は、訪れたことがない場所。
手がかりは、数十年前の写真と、その裏に書かれていた住所だけ。
Googleマップで検索しても見つからず、場所が特定できない状態から調査がスタートしました。

２ まずお願いしたのは“探すこと”
「ご自宅や貸金庫を一度探してみてください」とお願いし、出てきた書類一式を確認させてい
ただきました。
同時に、現地や役所での調査も並行して進めていきました。

３ 思いがけない住所に戸惑った場面も
出てきた書類の中には、隣の行政区の住所が記されたものもあり、
「これも祖母の所有なのか？」とご家族も戸惑う場面がありました。
調べるほどに、全体像の複雑さが明らかになっていきました。

５ 特異な立地も丁寧に整理
今回は都市計画区域外という、少し特殊な立地でした。
建築制限が少ない一方で、将来的に区域編入が見込まれる場所。
法規や地目の整理も含め、事前に確認すべき要素が多く、慎重な対応が求められました。

６ 一つずつ丁寧に整えて
一つずつ丁寧に整理を進め、不明な点も確認しながらできる限りクリアに整えました。
売却活動もスムーズに進み、ご希望に沿った形でお引き渡しへ。
安心して手放せる状態が整い、気持ちよくその日を迎えました。

４ 共有持分と消えた管理会社
売却対象地には、共有者のいる土地も含まれていました。
さらに、期限切れの管理契約書にはすでに解散した管理会社名。
状況確認や関係整理など、一歩ずつ確かめながら進めていく必要がある内容でした。

今回は弊社が中心となって進めましたが、相続や共有者の調整が必要なケースも、

司法書士や顧問弁護士と連携しながら、状況に合わせて丁寧にサポートします。

「こんな状態で相談していいのかな？」そうした場合こそ、どうぞ、ご相談ください。
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最初に不安だったことは
どのようなことですか？

不動産の売買が初めてだったため、どの
ような書類が必要で、どのような手順で
進めるのか全く分からず、正直とても不
安でした。
また、祖母の代に購入した物件で、両親
も詳細を把握していない状況だったため、
そもそもこのような状態で売却契約まで
進められるのか、心配がありました。

印象に残っていることは
どのようなことですか？

最初に募集掲載の方向性を複数のパター
ン提示してくださったのが印象的でした。
土地勘がなかったため、どの程度の価格
が妥当なのか分からなかったのですが、
周辺環境や近隣土地の販売実績などを丁
寧に調査してくださり、大変助かりまし
た。
「できるだけ高く売りたい」「早く手放
したい」など、こちらの優先したい点も
丁寧にヒアリングしていただき、結果と
して妥当な価格設定ができ、想像よりも
早いタイミングで契約に至りました。

どんな方に
弊社をおすすめしたいですか？

数十年にわたり放置していた不動産でし
たが、こちらにお願いしてから１年も経
たずに契約まで進めることができました。
相談内容が的外れだったかもしれないと
感じた場面もありましたが、その都度と
ても丁寧にご対応いただき、感謝してい
ます。
「何から手をつけたらよいか分からな
い」「資料が揃っていない」
そんな状況でも、まずは一度相談される
ことをおすすめしたいです。

「祖母が昔購入した不動産があるらしいけれど、場所も書類も分からない」──
そんなご相談から始まったお取引が、このたび無事にお引き渡しまで進めることができました。

「いつか向き合わなきゃと思っていた“不動産”、整理しました。」

あるご家族の不動産整理のお話



今の私にできる、
未来のための不動産整理

不動産の棚卸しを、先送りにしないという決断。

こんなお悩み、ありませんか？

不動産
整理

完全予約制・初回相談無料です。
まずはお気軽に、

未来の安心のための第一歩を。

どこから手をつければいいか分からない──
そうした場合こそ、私たちにご相談ください。

裏面では、実際に弊社にご依頼いただいたお客様の経緯とお声をご紹介しています。ぜひあわせてご覧ください。

私たちは、各分野の専門家と連携するチームとして、
お客様の状況に真摯に向き合い、解決まで丁寧に寄り添います。

「いざというとき」や「ご家族との話し合いの場面」でも、
事前に整理しておくことで、落ち着いて判断できる準備が整います。

「必要なときに困らないよう、今のうちに整えておきたい」そう思いながらも、
どこから手をつければいいか分からずそのまま時間が経っていませんか？

購入してから
何年も見直していない物件がある

相続で引き継いだけれど、
活用方法が分からない

書類がどこにあるか、
家族も自分も分からない

不動産整理の流れ

ステップ１：現状把握と目的の明確化

〇所有している不動産の場所、種類、面積、築年数、権利関係などを調べます。
〇「相続対策」「老後の資金準備」など、整理の目的をはっきりさせます。

〇不動産会社、司法書士、税理士といった専門家に相談します。
〇売却の概算価格（査定）や、相続にかかる税金（譲渡所得税、相続税など）について確認します。

ステップ２：専門家への相談と評価

〇専門家からのアドバイスをもとに、最適な整理方法（売却、活用、相続、寄付など）を決定します。
〇決定した方法を実行に移します。

ステップ３：整理方法の決定と実行


